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１
３

１
３

１
３

１
３

８÷３＋４÷３

　８÷３＋４÷３

これは わり切れません。

そこで、分数で計算します。

＝　　　＋
８
３

４
３

＝
12
３

＝　４

８÷３＋４÷３

　８÷３＋４÷３

これは、それぞれは わり切れません。

そこで、次のように工夫すると、わり切れます。

＝(８＋４)÷３

＝　１２　÷３ ＝　４

次の式を納得したら、覚えて言いなさい。

８×　 ＋４×

＝(８＋４)×

＝１２×　 ＝１２÷３

(　　）の使われている式は

(　　）の中を先に計算するのが約束ですが、

ここでは、別々に計算しなさい。

１
４

(28＋36)×

＝28×　 ＋36×

＝28÷　　＋36÷

＝

＝

１
 

１
 

＋

(28＋36)÷４

＝28÷　　＋36÷

＝

＝

＋

＋
１
３

１
４(　　　　)×12

１
３

１
４

＝　 ×12＋　 ×12

＝４＋３ 分配法則

覚えて言いなさい。

16

７ ９

４４

16

７ ９

４４

４ ４
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やくそく

べつべつ

ぶんぱい ほうそく



次の式を納得したら、覚えて言いなさい。

上のように計算しなさい。

　65×0.4＋35×0.4

＝

＝

上のように計算しなさい。

　35÷0.4＋5÷0.4

＝

＝

　75×0.4＋25×0.4

＝

＝

　26÷0.3＋4÷0.3

＝(26＋4)÷0.3

＝30÷0.3

＝300÷3 ＝　100

＝　30

　65×0.3＋35×0.3

＝(65＋35)×0.3

＝100×0.3

2500×3600を

次のように計算することが出来ることを

納得できたら、下の問題に答えなさい。

　２５　００

×３６　００

１５０

７５

９００　００００

【参考】

　２５００×３６００

＝２５×１００×３６×１００

＝２５×３６×１００×１００

＝９００×１００００

＝９００　００００

　２５００

×４８００

　１２５００

×　２４００

(65＋35)×0.4

100×0.4 ＝　40

(75＋25)×0.4

100×0.4 ＝　40

(35＋５)÷0.4

40÷0.4 ＝　100

２００
１００

１２００００００

５００
２５０

３０００００００

（　　　　時　　　　分まで　）
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１
３

１
３

１
３

１
３

７÷３＋５÷３

　７÷３＋５÷３

これは わり切れません。

そこで、分数で計算します。

＝　　　＋
７
３

５
３

＝
12
３

＝　４

７÷３＋５÷３

　７÷３＋５÷３

これは、それぞれは わり切れません。

そこで、次のように工夫すると、わり切れます。

＝(７＋５)÷３

＝　１２　÷３ ＝　４

次の式を納得したら、覚えて言いなさい。

７×　 ＋５×

＝(７＋５)×

＝１２×　 ＝１２÷３

(　　）の使われている式は

(　　）の中を先に計算するのが約束ですが、

ここでは、別々に計算しなさい。

１
４

(24＋36)×

＝24×　 ＋36×

＝24÷　　＋36÷

＝

＝

１
 

１
 

＋

(24＋36)÷４

＝24÷　　＋36÷

＝

＝

＋

＋
２
３

１
４(　　　　)×12

２
３

１
４

＝　 ×12＋　 ×12

＝８＋３ 分配法則

覚えて言いなさい。

15

６ ９

４４

15

６ ９

４４

４ ４

分野別入門Ｑ　数と計算　演算編　Ａ４ー②Ｌ　　　（　　　月　　　日　　　時　　　分から）

　　　　



次の式を納得したら、覚えて言いなさい。

上のように計算しなさい。

　64×0.4＋36×0.4

＝

＝

上のように計算しなさい。

　35÷0.4＋5÷0.4

＝

＝

　73×0.4＋27×0.4

＝

＝

　25÷0.3＋5÷0.3

＝(25＋5)÷0.3

＝30÷0.3

＝300÷3 ＝　100

＝　30

　64×0.3＋36×0.3

＝(64＋36)×0.3

＝100×0.3

2500×3200を

次のように計算することが出来ることを

納得できたら、下の問題に答えなさい。

　２５　００

×３２　００

　５０

７５

８００　００００

【参考】

　２５００×３２００

＝２５×１００×３２×１００

＝２５×３２×１００×１００

＝８００×１００００

＝８００　００００

　２５００

×３６００

　１２５００

×　２７００

(64＋36)×0.4

100×0.4 ＝　40

(73＋27)×0.4

100×0.4 ＝　40

(35＋５)÷0.4

40÷0.4 ＝　100

１５０
　７５

　９００００００

８７５
２５０

３３７５００００

（　　　　時　　　　分まで　）

分野別入門Ｑ　数と計算　演算編　Ａ４ー②Ｒ



１
３

１
３

１
３

１
３

17÷３＋４÷３

　17÷３＋４÷３

これは わり切れません。

そこで、分数で計算します。

＝　　　＋
17
３

４
３

＝
21
３

＝　７

17÷３＋４÷３

　17÷３＋４÷３

これは、それぞれは わり切れません。

そこで、次のように工夫すると、わり切れます。

＝(17＋４)÷３

＝　２１　÷３ ＝　７

次の式を納得したら、覚えて言いなさい。

17×　 ＋４×

＝(17＋４)×

＝２１×　 ＝２１÷３

(　　）の使われている式は

(　　）の中を先に計算するのが約束ですが、

ここでは、別々に計算しなさい。

１
６

(24＋36)×

＝24×　 ＋36×

＝24÷　　＋36÷

＝

＝

１
 

１
 

＋

(24＋36)÷６

＝24÷　　＋36÷

＝

＝

＋

＋
２
３

１
６(　　　　)×12

２
３

１
６

＝　 ×12＋　 ×12

＝８＋２ 分配法則

覚えて言いなさい。

10

４ ６

６６

10

４ ６

６６

６ ６
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次の式を納得したら、覚えて言いなさい。

上のように計算しなさい。

　62×0.4＋38×0.4

＝

＝

上のように計算しなさい。

　33÷0.4＋7÷0.4

＝

＝

　72×0.4＋28×0.4

＝

＝

　23÷0.3＋7÷0.3

＝(23＋7)÷0.3

＝30÷0.3

＝300÷3 ＝　100

＝　30

　62×0.3＋38×0.3

＝(62＋38)×0.3

＝100×0.3

　２５　００

×２８　００

　　　

　　

　２５００

×５２００

　１２５００

×　２４００

２００　３６００

(62＋38)×0.4

100×0.4 ＝　40

(72＋28)×0.4

100×0.4 ＝　40

(33＋７)÷0.4

40÷0.4 ＝　100

５００
２５０

３０００００００

　５０
１２５

１３００００００

２００
　５０

　７００ ００００

● ●

１８

（　　　　時　　　　分まで　）

分野別入門Ｑ　数と計算　演算編　Ａ４ー③Ｒ



１
３

１
３

１
３

１
３

17÷３＋７÷３

　17÷３＋７÷３

これは わり切れません。

そこで、分数で計算します。

＝　　　＋
17
３

７
３

＝
24
３

＝　８

　17÷３＋７÷３

＝(17＋７)÷３

＝　２４　÷３ ＝　８

次の式を納得したら、覚えて言いなさい。

17×　 ＋７×

＝(17＋７)×

＝２４×　 ＝２４÷３

(　　）の使われている式は

(　　）の中を先に計算するのが約束ですが、

ここでは、別々に計算しなさい。

１
４

(20＋40)×

＝20×　 ＋40×

＝20÷　　＋40÷

＝

＝

１
 

１
 

＋

(20＋40)÷４

＝20÷　　＋40÷

＝

＝

＋

＋
２
３

３
４(　　　　)×12

２
３

３
４

＝　 ×12＋　 ×12

＝８＋９ 分配法則

覚えて言いなさい。

次の式を覚えて言いなさい。

15

５ 10

４４

15

５ 10

４４

４ ４
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次の式を納得したら、覚えて言いなさい。

上のように計算しなさい。

　61×0.4＋39×0.4

＝

＝

上のように計算しなさい。

　31÷0.4＋9÷0.4

＝

＝

　71×0.4＋29×0.4

＝

＝

　22÷0.3＋8÷0.3

＝(22＋8)÷0.3

＝30÷0.3

＝300÷3 ＝　100

＝　30

　61×0.3＋39×0.3

＝(61＋39)×0.3

＝100×0.3

　２５　００

×３２　００

　　　

　　

　２５００

×５２００

　１２５００

×　３６００

２００　３６０００

(61＋39)×0.4

100×0.4 ＝　40

(71＋29)×0.4

100×0.4 ＝　40

(31＋９)÷0.4

40÷0.4 ＝　100

７５０
３７５

４５００００００

　５０
１２５

１３００００００

　５０
　７５

　８００ ００００

● ●

１８０

（　　　　時　　　　分まで　）

分野別入門Ｑ　数と計算　演算編　Ａ４ー④Ｒ



１
３

１
３

１
３

１
３

　17÷３＋10÷３

＝　　　＋
17
３

10
３

＝
27
３

＝　９

　17÷３＋13÷３

＝(17＋13)÷３

＝　３０　÷３＝　１０

次の式を納得したら、覚えて言いなさい。

17×　 ＋10×

＝(17＋10)×

＝２７×　 ＝２７÷３

(　　）の使われている式は

(　　）の中を先に計算するのが約束ですが、

ここでは、別々に計算しなさい。

１
５

(20＋40)×

＝20×　 ＋40×

＝20÷　　＋40÷

＝

＝

１
 

１
 

＋

(20＋40)÷５

＝20÷　　＋40÷

＝

＝

＋

＋
２
３

５
６(　　　　)×12

２
３

５
６

＝　 ×12＋　 ×12

＝８＋10 分配法則

覚えて言いなさい。

次の式を覚えて言いなさい。

次の式を覚えて言いなさい。

12

４ ８

５５

12

４ ８

５５

５ ５
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次の式を納得したら、覚えて言いなさい。

上のように計算しなさい。

　51×0.4＋49×0.4

＝

＝

上のように計算しなさい。

　21÷0.4＋19÷0.4

＝

＝

　61×0.4＋39×0.4

＝

＝

　19÷0.3＋11÷0.3

＝(19＋11)÷0.3

＝30÷0.3

＝300÷3 ＝　100

＝　30

　51×0.3＋49×0.3

＝(51＋49)×0.3

＝100×0.3

　２５　０００

×３２　０００

　　　

　　

　２５０００

×５２０００

　１２５０００

×　３６００

２００　３６００００

(51＋49)×0.4

100×0.4 ＝　40

(61＋39)×0.4

100×0.4 ＝　40

(21＋19)÷0.4

40÷0.4 ＝　100

７５０
３７５

４５００

　５０
１２５

１３００

　５０
　７５

　８００ ０００　０００

０００　０００

０００　００

● ●

１８００

（　　　　時　　　　分まで　）

分野別入門Ｑ　数と計算　演算編　Ａ４ー⑤Ｒ



釣り合っている天秤があります。

　数字　は

重りの総量 ( グラム数 ) を表します。

[●１つ　の　重さ]　は

次のように考えて求められます。

納得したら、覚えて言いなさい。

● ３ １　３

● ３ ２　３

①　釣り合っている天秤の

④　天秤は　つりあうから、

●１つ　は　１０グラム

であることが、分かる。

②　左から

　３グラムを

　　減らし

③　右からも
　３グラムを

　　減らせば

覚えて言いなさい。

釣り合っている天秤の両側から

等しい　重さを

取り去って　も

天秤は　釣り合った　ままです。

●＝

[●１つ　の　重さ]　は

次のように考えて求められます。

納得したら、覚えて言いなさい。

● ● ２　０

● ● ６　０

①　釣り合っている天秤の

④　天秤は　つりあうから、

●１つ　は　１０グラム

であることが、分かる。

②　左　を

　半分　に

　　減らし

③　右　も

　半分　に

　　減らせば

覚えて言いなさい。

釣り合っている　天秤の

両側　の　重さを

２等分　しても

天秤は　釣り合った　ままです。

●＝２０ ３０

分野別入門Ｑ　数と計算　演算編　Ａ４ー１１Ｌ　　　（　　　月　　　日　　　時　　　分から）

　　　　

つ あ てんびん

おも そうりょう

つ あ

ひと

と さ

てんびん りょうがわ

へ へ

つ あ

てんびん



●● ▲  ▲ ３０

３０●●

▲＝●●　であるから

▲　の　代わりに

●●を　置くと

●１つ　は

３０÷２で、１５グラム。

納得したら、覚えて言いなさい。

●●  ＝  ▲

 ▲  ＝３０

①

②

①から、▲＝●● であるから

②式の　▲ に●● を　代入　して

●●＝３０

同じ大きさ　の　ものは、

入れ替え　て　計算しても

同じ結果　になる。

これを　代入の原理　と　言う。

●＋３＝１３　ならば

　　●＝

等式の両辺から３を引いても等式のままだから。

●●＝２０　ならば

　●＝

等式の両辺を２等分しても　等式のままだから。

同じ大きさのものは　入れ替えても同じだから。

　●▲＝３０ であり

　　▲＝●● 　ならば

●●●＝３０

　　●＝

同じ大きさのものは　入れ替えても同じだから。

　●▲＝２５

　　▲＝●＋５ 　ならば

　●●＝２０

　　●＝１０

以下の等式を完成し、覚えて言いなさい。

●▲＝●●＋５＝２５

１０

１０

１０

（　　　　時　　　　分まで　）

分野別入門Ｑ　数と計算　演算編　Ａ４ー１１Ｒ

か

お

だい にゅう

か

けっ　か

だい にゅう げん　り

とうしき りょうへん

とうしき りょうへん



釣り合っている天秤があります。

　数字　は

重りの総量 ( グラム数 ) を表します。

[●１つ　の　重さ]　は

次のように考えて求められます。

納得したら、覚えて言いなさい。

● ４ １　４

● ４ ２　４

①　釣り合っている天秤の

④　天秤は　つりあうから、

●１つ　は　１０グラム

であることが、分かる。

②　左から

　４グラムを

　　減らし

③　右からも
　４グラムを

　　減らせば

覚えて言いなさい。

釣り合っている天秤の両側から

等しい　重さを

取り去って　も

天秤は　釣り合った　ままです。

●＝

[●１つ　の　重さ]　は

次のように考えて求められます。

納得したら、覚えて言いなさい。

● ● ４　０

● ● ６　０

①　釣り合っている天秤の

④　天秤は　つりあうから、

●１つ　は　２０グラム

であることが、分かる。

②　左　を

　半分　に

　　減らし

③　右　も

　半分　に

　　減らせば

覚えて言いなさい。

釣り合っている　天秤の

両側　の　重さを

２等分　しても

天秤は　釣り合った　ままです。

●＝２０ ３０

分野別入門Ｑ　数と計算　演算編　Ａ４ー１２Ｌ　　　（　　　月　　　日　　　時　　　分から）

　　
　　

つ あ てんびん

おも そうりょう

つ あ

ひと

と さ

てんびん りょうがわ

へ



●● ▲  ▲ ４０

４０●●

▲＝●●　であるから

▲　の　代わりに

●●を　置くと

●１つ　は

４０÷２で、２０グラム。

納得したら、覚えて言いなさい。

●●  ＝  ▲

 ▲  ＝４０

①

②

①から、▲＝●● であるから

②式の　▲ に●● を　代入　して

●●＝４０

同じ大きさ　の　ものは、

入れ替え　て　計算しても

同じ結果　になる。

これを　代入の原理　と　言う。

●＋４＝１４　ならば

　　●＝

等式の両辺から４を引いても等式のままだから。

●●＝４０　ならば

　●＝

等式の両辺を２等分しても　等式のままだから。

同じ大きさのものは　入れ替えても同じだから。

　●▲＝６０ であり

　　▲＝●● 　ならば

●●●＝６０

　　●＝

同じ大きさのものは　入れ替えても同じだから。

　●▲＝３５

　　▲＝●＋５ 　ならば

　●●＝３０

　　●＝１５

以下の等式を完成し、覚えて言いなさい。

●▲＝●●＋５＝３５

１０

２０

３０

（　　　　時　　　　分まで　）
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釣り合っている天秤があります。

　数字　は

重りの総量 ( グラム数 ) を表します。

[●１つ　の　重さ]　は

次のように考えて求められます。

納得したら、覚えて言いなさい。

● ５ １　５

● ５ ２　５

①　釣り合っている天秤の

④　天秤は　つりあうから、

●１つ　は　１０グラム

であることが、分かる。

②　左から

　５グラムを

　　減らし

③　右からも
　５グラムを

　　減らせば

覚えて言いなさい。

釣り合っている天秤の両側から

等しい　重さを

取り去って　も

天秤は　釣り合った　ままです。

●＝

納得したら、覚えて言いなさい。

● ● ５　０

● ● ７　０

①　釣り合っている天秤の

④　天秤は　つりあうから、

●１つ　は　２５グラム

であることが、分かる。

②　左　を

　半分　に

　　減らし

③　右　も

　半分　に

　　減らせば

覚えて言いなさい。

釣り合っている　天秤の

両側　の　重さを

２等分　しても

天秤は　釣り合った　ままです。

●＝２０ ３５
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●● ▲  ▲ ５０

５０●●

▲＝●●　であるから

▲　の　代わりに

●●を　置くと

●１つ　は

５０÷２で、２５グラム。

納得したら、覚えて言いなさい。

●●  ＝  ▲

 ▲  ＝５０

①

②

①から、▲＝●● であるから

②式の　▲ に●● を　代入　して

●●＝５０

同じ大きさ　の　ものは、

入れ替え　て　計算しても

同じ結果　になる。

これを　代入の原理　と　言う。

●＋５＝１５　ならば

　　●＝

等式の両辺から５を引いても等式のままだから。

●●＝５０　ならば

　●＝

等式の両辺を２等分しても　等式のままだから。

同じ大きさのものは　入れ替えても同じだから。

　●▲＝４０ であり

　　▲＝●●● 　ならば

●●●● 　＝４０

　　●＝

同じ大きさのものは　入れ替えても同じだから。

　●▲＝３５

　　▲＝●＋５ 　ならば

　●●＝３０

　　●＝

以下の等式を完成し、覚えて言いなさい。

●▲＝●●＋５＝３５

１０

２５

１０

１５

（　　　　時　　　　分まで　）
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釣り合っている天秤があります。

　数字　は

重りの総量 ( グラム数 ) を表します。

[●１つ　の　重さ]　は

次のように考えて求められます。

納得したら、覚えて言いなさい。

● ７ １　７

● ７ ２　７

①　釣り合っている天秤の

④　天秤は　つりあうから、

●１つ　は　１０グラム

であることが、分かる。

②　左から

　７グラムを

　　減らし

③　右からも
　７グラムを

　　減らせば

覚えて言いなさい。

釣り合っている天秤の両側から

等しい　重さを

取り去って　も

天秤は　釣り合った　ままです。

●＝

納得したら、覚えて言いなさい。

● ● ７　０

● ● ９　０

①　釣り合っている天秤の

④　天秤は　つりあうから、

●１つ　は　３５グラム

であることが、分かる。

②　左　を

　半分　に

　　減らし

③　右　も

　半分　に

　　減らせば

覚えて言いなさい。

釣り合っている　天秤の

両側　の　重さを

２等分　しても

天秤は　釣り合った　ままです。

●＝２０ ４５
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●● ▲  ▲ ７０

７０●●

▲＝●●　であるから

▲　の　代わりに

●●を　置くと

●１つ　は

７０÷２で、３５グラム。

納得したら、覚えて言いなさい。

●●  ＝  ▲

 ▲  ＝７０

①

②

①から、▲＝●● であるから

②式の　▲ に●● を　代入　して

●●＝７０

同じ大きさ　の　ものは、

入れ替え　て　計算しても

同じ結果　になる。

これを　代入の原理　と　言う。

●＋７＝１７　ならば

　　●＝

等式の両辺から７を引いても等式のままだから。

●●＝７０　ならば

　●＝

等式の両辺を２等分しても　等式のままだから。

同じ大きさのものは　入れ替えても同じだから。

　●▲＝８０ であり

　　▲＝●●● 　ならば

●●●● 　＝８０

　　●＝

同じ大きさのものは　入れ替えても同じだから。

　●▲＝３７

　　▲＝●＋７ 　ならば

　●●＝３０

　　●＝

以下の等式を完成し、覚えて言いなさい。

●▲＝●●＋７＝３７

１０

３５

２０

１５

（　　　　時　　　　分まで　）
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釣り合っている天秤があります。

　数字　は

重りの総量 ( グラム数 ) を表します。

[●１つ　の　重さ]　は

次のように考えて求められます。

納得したら、覚えて言いなさい。

● ９ １　９

● ９ ２　９

①　釣り合っている天秤の

④　天秤は　つりあうから、

●１つ　は　１０グラム

であることが、分かる。

②　左から

　９グラムを

　　減らし

③　右からも
　９ラムを

　　減らせば

覚えて言いなさい。

釣り合っている天秤の両側から

等しい　重さを

取り去って　も

天秤は　釣り合った　ままです。

●＝

納得したら、覚えて言いなさい。

● ● ９　０

● ● ２　４

①　釣り合っている天秤の

④　天秤は　つりあうから、

●１つ　は　４５グラム

であることが、分かる。

②　左　を

　半分　に

　　減らし

③　右　も

　半分　に

　　減らせば

覚えて言いなさい。

釣り合っている　天秤の

両側　の　重さを

２等分　しても

天秤は　釣り合った　ままです。

●＝２０ １２
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●● ▲  ▲ ９０

９０●●

▲＝●●　であるから

▲　の　代わりに

●●を　置くと

●１つ　は

９０÷２で、４５グラム。

納得したら、覚えて言いなさい。

●●  ＝  ▲

 ▲  ＝９０

①

②

①から、▲＝●● であるから

②式の　▲ に●● を　代入　して

●●＝９０

同じ大きさ　の　ものは、

入れ替え　て　計算しても

同じ結果　になる。

これを　代入の原理　と　言う。

●＋９＝１９　ならば

　　●＝

等式の両辺から７を引いても等式のままだから。

●●＝９０　ならば

　●＝

等式の両辺を２等分しても　等式のままだから。

同じ大きさのものは　入れ替えても同じだから。

　●▲＝９０ であり

　　▲＝●● 　ならば

　●●● 　＝９０

　　●＝

同じ大きさのものは　入れ替えても同じだから。

　●▲＝３９

　　▲＝●＋９ 　ならば

　●●＝３０

　　●＝

以下の等式を完成し、覚えて言いなさい。

●▲＝●●＋９＝３９

１０

４５

３０

１５

（　　　　時　　　　分まで　）
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